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令和４年度 第２学年 学年経営計画 

学年経営目標 

みどり学年の目標 『みどりの芽・みどりの木・みどりの森』 

※自分自身の芽を育てよう ・ 空を目指す木になろう・ 未来への応援歌の響く森を作ろう 

 

学年目標 

み   未来へ向かって楽しく勉強に打ち込もう（叡智） 

ど   どんな時も自ら考え行動しよう（自治） 

り   理解し合い共に前に進もう（共生） 

の   のびのびと身体を育てよう（健康） 

木   空を目指す木になろう（二学年） 

 

具体的な目標と取り組み 

項 目 目 標 
（目標を達成させるための） 

具体的な取り組み 

学習指導 

○授業規律の確立 

○自主的、計画的な学習の推進 

○家庭学習の定着 

・チャイム前着席の指導の継続。 

・定期考査前の学習計画表の作成指導と実施ﾁｪｯｸ。 

・質問教室や補習教室の実施。 

・宿題や提出物の提出状況の確認と指導。 

・自学自習ノートの推進。 

道徳教育 

○自ら考え議論する力や、他者 

の考えや気持ちを受け入れ

る力の育成 

 ・「石西メソッド」を参考に、少人数での話し合いや一 

  人ひとりの発表の時間を多く設定し他者の考えや気 

  持ちを聞き取る時間を増やし、それについて考える機 

  会を増やす。 

キャリア教育 

（進路学習） 

○進路を決定する態度の育成 

〇自ら課題を見つけ、主体的に 

思考、判断する能力の育成 

・キャリア教育を通じ、自己の将来の生き方についてみ 

つめ、前向きな気持ちになれるよう指導を行う。 

 ・3 日間の職場体験学習やキャリア教育を通して、生徒 

  自身が課題を見つけ、課題解決能力や社会の一員とし 

  てのマナーや行動力を身につけさせる。 

生活指導 

○規範意識の育成 

○協調性、責任感の育成 

○いじめの未然防止 

 ・時間厳守の徹底（生活時間や提出物等）。 

 ・挨拶、服装、言葉遣い等の基本的生活習慣の定着。 

 ・係、委員会、班活動を通したリーダーの育成。 

 ・学級活動、当番活動、班活動の活性化。 

 ・アンケートや個別面談の実施。 

 ・全職員による、生徒との活動（給食準備、清掃、行事 

  による練習等）の充実。 

特別活動 ○学年、学校行事の充実 

 ・各行事に主体的、意欲的に参加させることで、達成感、 

  充実感、学級への貢献意識を体験できるよう支援す 

  る。 

 ・学校行事や部活動を通して他学年との交流を通じ、コ 

  ミュニケーション能力や責任感を育成する。 

保護者との連携 

〇積極的な情報発信 

 

〇細やかな連絡や情報交換 

・学年通信による細やかな情報発信。 

・学校内での生活に関して必要な情報を保護者に対し 

て細やかに連絡を行う。 

・問題行動等の情報交換を迅速に行い、ＳＣ利用等支援

体制を保護者と共に考えるなど家庭との連携を行う。 



令和４年度 学級経営計画 

第２学年 A 組 

学級担任 菅野 亮介   

１ 学級経営目標 

●全員がクラスへの帰属意識と参画意識をもち、協働し、共に歩んでいけるクラス。 

●やるべきことの優先順位を考え、指示を待たずに主体的に行動できる力を育む。 

●誰もが居心地の良い空間となるよう互いの個性や状況が理解できるようにする。 

 

２ クラス目標（生徒が話し合いで決めたもの） 

 ２年生ではＡＮＫＯになろう！  

Ａ（明るく）Ｎ（仲良く）Ｋ（活発で）Ｏ（面白いクラス） 

３ 具体的な目標と取り組み 

項 目 目 標 
（目標を達成させるための） 

具体的な取り組み 

学習指導 

〇提出物、単元テスト、小テストに

真剣に取り組む。 

〇積極的に発言ができ、活発な授業

の取組をする。 

〇自主学習に意欲的に取り組む。 

・各教科の授業の情報を朝と帰りの学活

の時間に毎日学級全体で共有する。 

・班活動や学級討議で一人一人が意見を

述べる場を設定する。 

・自学自習ノートを各自のペースで年間

を通じて取り組むことを徹底する。 

道徳教育 

〇様々な考えがあることを知り、相

手の考えを認めることのできる態

度を養う。 

〇様々な視点から物事を考えられる

ようにする。 

・グループでの意見交換を活発に行う。 

・肯定、否定についての態度の在り方を

考えさせる。 

・自己の振り返りを毎授業で行う。 

キャリア教育 

（進路学習） 

〇将来のビジョンをもつ。 

〇進路に関する知識を広げる。 

・具体的な将来への見通しを提示する。 

・具体的な進学に関する情報や幅広い職

業の紹介をする。 

生活指導 

〇集団生活するための規律ある生活

を自分たちで行えるようにする。 

〇常に環境美化に努め、安心できる

落ち着いた空間にする。 

・チャイム前着席、挨拶の徹底などクラ

スの規律を学級委員を中心に考え、振

り返る場をつくる。 

・ロッカーや身の回りの整理整頓、教室

美化の徹底。 

特別活動 

〇担当の仕事に責任をもって主体的

に取り組む姿勢を養う。 

〇一生懸命に取り組むことが楽しい

ことを実感させる。 

・委員会、係の仕事、班活動など役割、

担当する仕事内容を明確にする。 

・行事に対して真剣に、前向きに取り組

む環境を整える。 

保護者との連携 

〇情報を的確に発進し、開かれた学

級を目指す。 

〇保護者と連携して生徒の成長を後

押しする。 

・電話連絡等で、情報交換を行う。 

・学年教員、ＳＣ、支援員と連携し、多

角的に生徒の様子を捉え、保護者との

情報交換を行う。 



令和４年度 学級経営計画 

      第２学年Ｂ組          

                                   学級担任 川嶋 慶子        

１ 学級経営目標 

●仲間を思いやり、他人の立場を尊重しあえるクラス 

●素直な心で物事に接し、善悪の判断ができるクラス 

●時間を守る、忘れ物をしないなど、当たり前のことを当たり前にできるクラス 

 

２ クラス目標（生徒が話し合いで決めたもの） 

    ○Ｂ est を尽くす  ○く るしくても素直で  ○み んなで成長 

 

３ 具体的な目標と取り組み 

項 目 目 標 
（目標を達成させるための） 

具体的な取り組み 

学習指導 

〇学習の規律を徹底させ、生徒一人

一人が学びに向かう姿勢をつく

る。 

 

・授業準備がきちんと行えるよう、連絡帳

を毎日書かせ、チェックする。 

・始業前の学活、帰りの会などで落ち着い

た雰囲気を作る。 

道徳教育 

○自らの考えを相手に伝え、自分と

は異なる考え方に対しても受け入

れ、大切にできる心を育てる。 

 

・自分の考えを伝え合ったり、クラスメイ

トの意見を聞いたりする場面を多く設定

する。 

・生徒が考え、議論する時間を大切にする

と共に、実生活に即した授業作りを心が

ける。 

キャリア教育 

（進路学習） 

○学校教育活動の様々な場面で、自

分を見つめ直したり将来について

考えさせたりする。 

・場面にあった言葉遣いができるよう丁寧

な話し方を心がける。 

・普段の生徒との会話を大切にし、その中

で１人１人と将来について話をする。 

生活指導 

○ 時間を共有して生徒理解を深め、

生徒一人一に合った指導を心がけ

る。 

 

・できるだけ生徒といる時間を多くし、生

徒の小さな変化にも声をかける。また、

他の教員との連携を密にして、様々な場

面での生徒の様子を把握する。 

特別活動 

〇生徒が主体的に取り組み、達成感

を味わえるような活動をさせる。 

・委員会、係、日直などの当番活動を、責

任をもって取り組ませる。 

・生徒どうしの関係を根幹とした学級を目

指し、日頃の話し合い活動や係活動で集

団としての取り組みを高める。 

保護者との連携 

〇報告・連絡・相談を徹底し、協力

して生徒の成長をサポートできる

ようになる。 

・学級と家庭との連絡を密にし、学校と家

庭が同じ方針で生徒の成長を見守れるよ

うにする。 

 



令和４年度 学級経営計画 

第２学年Ｃ組 

学級担任 大野 雄生   

１ 学級経営目標 

●「あ（挨拶）・じ（時間厳守）・み（身だしなみ）・こ（言葉遣い）・し（姿勢）」を 

一人一人が意識し、前向きな姿勢をもった規律あるクラスを目指す。 

●自分と相手を大切にし、個性を受け入れ、様々な場面で支え合えるクラスを目指す。 

２ クラス目標（生徒が話し合いで決めたもの） 

 「 お い し い あん こ」 

 お（おもいやり） い（威勢が良い） し（真剣） い（色とりどり）  

あん（安心）   こ（個性） 

３ 具体的な目標と取り組み 

項 目 目 標 
（目標を達成させるための） 

具体的な取り組み 

学習指導 

〇自分の課題を把握し、地道に努力

を重ねる過程で一歩ずつ解決でき

る。 

〇自主学習に意欲的に取り組む。 

・日々の会話や連絡帳をとおしてコミ

ュニケーションをとり、助言や励ま

しなど個別に支援を行う。 

・自学自習ノートを有効に活用させ

る。 

道徳教育 

〇自分を見つめる機会の一つとし、

自己理解を深めさせる。 

 

〇他者との違いを受け入れられる心

を育てる。 

・読み取りやグループ学習をとおし

て、自分の考えを客観的に捉えさ

せ、自己理解のきっかけとする。 

・グループ学習での意見交換などをと

おして、価値観の多様性と尊厳を理

解させ、他者を尊重する心を育て

る。 

キャリア教育 

（進路学習） 

〇進路選択を見据えて、情報収集を

積極的に行い、実現に向けて一歩

踏み出す。 

・職場体験で勤労の喜びと大変さを体

感する。 

・定期考査などをとおして、計画的に

取り組む大切さを伝え、日々の積み

重ねの重要性を理解させる。 

生活指導 

〇規律を守り、他の手本となれる集

団を作ろうとする姿勢を育てる。 

・自分の役割と責任について声掛けを

徹底することで自分の言動を意識さ

せ、互いを律し合い、高め合える環

境を整える。 

特別活動 

〇自分の役割と責任を果たせる人に

なる。 

〇行事に精一杯取り組むクラスにな

る。 

・自分のすべきことへの意識を徹底す

るよう、声掛けを徹底する。 

・得意・不得意があることを理解させ

た上で、実行委員を中心に皆で声を

掛け合い、協力し合える環境を作

る。 

保護者との連携 

〇日々の学校生活での成長や気づき

をこまめに連絡し、共に育てる意

識や今後の目標などの方針を共有

する。 

・電話連絡を基本として連絡を取ると

ともに、定期的に学年通信を発行し

て情報を共有する。 

 



令和４年度 学級経営計画 

第２学年Ｄ組 

                                  学級担任 保科 太郎        

１ 学級経営目標 

  ●一人一人の個性や違いを認め、お互いを信頼することができる居心地の良いクラス 

  ●自分達で決めた事に対して真剣に取り組み、新たなる挑戦に前向きなクラス 

  ●授業中のメリハリを大切にし、学習に対して集中して取り組めるクラス 

２ クラス目標（生徒が話し合いで決めたもの） 

  D の一族 ～D はまた嵐を呼ぶ～ 

３ 具体的な目標と取り組み 

項 目 目 標 
（目標を達成させるための） 

具体的な取り組み 

学習指導 

〇授業中、集中して取り組む姿を育

てる。 

〇自分で内容を考えて自学自習ノー

トに取り組む姿を育てる。 

・教科係の指示、事前伝達の徹底。 

 学活の規律の徹底。 

・自学自習ノートの冊数をカウントし、生

徒のモチベーションを高める。 

道徳教育 

〇他の人の意見、考えを認め、自分

の意見や考えを発表できる生徒を

育てる。 

 

・自分の考えを伝え合ったり、クラスメイ

トの意見を聞いたりする場面を多く設定

する。 

・グループワークを通してさまざまな意見

に触れるきっかけを作る。 

キャリア教育 

（進路学習） 

〇自身の将来をについて主体的に考

えることができる生徒を育てる。 

・自分自身のことを考えたり、見つめなお

したりする機会を多く設ける。 

・進路学習の時間だけでなく、さまざまな

場面で生徒一人ひとりと将来のことにつ

いて話をする。 

生活指導 

〇仲間や周りに気を配り、ルールを

守ることができる生徒を育てる。 

・給食指導、帰りの会で規律を徹底させ

る。また、できていない場合はやり直し

をさせる。 

 

特別活動 

〇主体的に取り組み、達成感を味あ

わせる 

・委員会、係、日朝などの当番活動を、責

任をもって取り組ませる。 

保護者との連携 

〇信頼関係を築き、協力して生徒の

成長をサポートできるようにな

る。 

・教職員との連携を深め、生徒の情報収集

を行う。 

・学級と家庭との連絡を密にする。 



令和４年度 学級経営計画 

 

第２学年Ｅ組 

学級担任 小池 純代   

１ 学級経営目標  

●自他の個性を認め合い，互いが信頼し合える学級。 

●新しいことに挑戦し、協力をしながら自分を高めることができる学級 

 

２ クラス目標（生徒が話し合いで決めたもの） 

  Let it be, E 組  

こせいあふれる いつでも協力できる けっこうおもしろい 

すごしやすい  みんなたのしい   よ！！ 

３ 具体的な目標と取り組み 

項 目 目 標 
（目標を達成させるための） 

具体的な取り組み 

学習指導 

〇基本的な学習習慣を確立

する。 

〇学習しやすい環境をつく

る 

・自学自習ノートの活用を促す。定期考査前の学

習を計画的にするよう働きかける。 

・ユニバーサルデザインを取り入れた教室環境

をつくる 

道徳教育 

〇自己理解・他者理解を育成

する。 

 

・道徳の授業では自分の考えをより深めるため

の時間を十分にとる。また、ＩＣＴを活用し

多くの意見にふれる機会を与える。 

キャリア教育 

（進路学習） 

〇将来の見通しをもたせ

る。 

・キャリアパスポートなどを用いて将来設計の

見通しを持てるようにする。 

生活指導 

〇規範意識を育成する。 

〇自分や相手を尊重する心

情を養う。 

 

・基本的な生活習慣を徹底するよう指導する。 

・お互いが気持ちよく学校生活を過ごすことが

できるように、学級活動で声掛けをし、日ご

ろの言動を意識するように促す。 

特別活動 

〇自分の役割に責任をもっ

て取り組む姿勢を育む。 

〇学校行事を充実させる。 

・学級での個々の役割に対して、朝の会や帰り

の会で声をかけるなどして、責任をもって取

り組むよう働きかける。 

・学級活動を通して話をするなどして、行事に

取り組む中で集団の中の一員としての責任や

役割を理解させる。 

保護者との連携 

〇連絡を密に行う。 ・教育活動を進めるためには保護者と学校が共

に協力する必要がある。保護者会でそのこと

を伝え、保護者からは気になることがあれば

気軽に連絡してもらえるような信頼関係を築

いていく。 



令和４年度 学級経営計画 

第２学年Ｆ組 

学級担任 鈴木 大貴   

１ 学級経営目標 

●課題を見いだし、解決・改善に向かうために、自分の考えをもち行動する力を育む。 

２ クラス目標（生徒が話し合いで決めたもの） 

 

  ・ Friendly で 組紐のようなクラス 

・ 団結力があり 居心地のよい 絆の深いクラス 

 

３ 具体的な目標と取り組み 

項 目 目 標 
（目標を達成させるための） 

具体的な取り組み 

学習指導 

○基礎学力を定着するとともに、主体

的・自主的な学習習慣を身に付け

る。 

・理解できていないところや問題を解

決する方法を考えさせることで、自

分の課題を意識させる。 

・自主学習ノートを活用することで、 

 毎日の学習の習慣を促進する。 

道徳教育 

○自らの考えをもち、話し合いの活動

等を通して他者の考えに触れるこ

とで、道徳性を高める。 

・ねらい、内容項目を提示するととも

に、考える時間を充分に確保する。 

・グループでの話し合い活動を中心に、

自分の考えを伝える場を設ける。 

キャリア教育 

（進路学習） 

○将来の自分についての考えを深め、

将来のためにやるべきことや課題

を見いだす姿勢を育む。 

・進路学習やキャリアパスポートを通

して、自分の課題および解決・改善の

方法について考える機会を設ける。 

生活指導 

○個人の時間や集団での時間のメリ

ハリをつけるとともに、ルールを守

る姿勢や規範意識を高める。 

・それぞれの活動において、どのように

取り組むことがより効果的かを考え

させる。 

・日常での会話や連絡帳を通してコミ

ュニケーションを積極的にとる。 

特別活動 

○生徒会活動等での取り組みの目的 

や意義を考え、学校生活をよくして

いこうとする姿勢を育む。 

・委員会活動、係活動、部活動を通して、

役割を果たすことの重要性や組織の

一員として自覚させるために、自分

の役割や活動のしかたについて考え

る機会をつくる。 

保護者との連携 

○報告・連絡・相談を密にし、家庭と

ともに見守り育てていく環境をつ

くる。 

・日頃の連絡等による情報交換で保護

者とともに考え、支援体制を家庭と

ともに整える。 


